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Why Do Christian Churches Call 
for Nuclear Power Phaseout ?
Fumihiko KUBO
　　After the Fukushima nuclear accident, movements calling for the 
phasing out of nuclear power plants prevailed in religious groups in 
Japan.  Major churches issued public statements. The Catholic Bishops' 
Conference of Japan asked to "Abolish Nuclear Plants Immediately" (Nov. 
8, 2011) and issued a message "On the Abolition of Nuclear Power 
Generation: A Call by the Catholic Church in Japan. Five and a Half 
Years after the Fukushima Dai-Ichi Nuclear Power Plant Disaster" (Nov. 
11, 2016)
　　People of religion are not professional experts in nuclear energy. 
The reason why they call for nuclear power to be phased out is that the 
decision whether or not we should use nuclear energy is not only a 
matter of energy policy but also one of moral principles and lifestyle. In 
this paper, we discuss reasons for nuclear power phaseout from the 




本カトリック司教団は「今すぐ原発の廃止を」（2011 年 11 月 8 日）や「原
子力発電の撤廃を――福島原子力発電所事故から 5 年半後の日本カトリッ
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・全日本仏教会「原子力発電によらない生き方を求めて」（2011 年 12 月
1 日）
・創価学会・池田大作名誉会長による脱原発の提言「第 37 回 SGI（創価
学会インタナショナル）の日」（2012 年 1 月 26 日）
・谷口雅宣（生長の家総裁）『次世代への決断――宗教者が“脱原発”を
決めた理由』生長の家，2012 年 2 月刊
・真宗大谷派・宗議会決議「すべての原発の運転停止と廃炉を通して，原
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ト教協議会声明」（2011 年 4 月 11 日）
・カトリック司教団メッセージ「いますぐ原発の廃止を――福島第 1 原発
事故という悲劇的な災害を前にして」（2011 年 11 月 8 日），「『いますぐ原
発の廃止を』についてのコメント」（2011 年 11 月 10 日），「原子力発電の
撤廃を――福島原子力発電所事故から 5 年半後の日本カトリック教会から
の提言――」（2016 年 11 月 11 日）
・日本バプテスト連盟「福島原発震災の今を生きる私たちの声明」（2011
年 11 月 11 日）
・原発体制を問うキリスト者ネットワーク「私たちの基本見解」（2011 年
12 月 25 日）
・日本基督教団「福島第一原子力発電所事故に関する議長声明」（2012 年
3 月 27 日），「福島第一原子力発電所事故　3 年目を迎えるに際しての議
長声明」（2013 年 3 月 11 日）「福島第一原子力発電所事故後 5 年に際して
の議長声明」（2016 年 3 月 11 日）
・日本福音ルーテル教会「一刻も早く原発を止めて，新しい生き方を !」
（2012 年 5 月 4 日）
・日本聖公会「原発のない世界を求めて」（2012 年 5 月 23 日）
　
　日本のカトリック教会は，2011 年に公表したメッセージの解説書『今



















































































































れ申命記六章 4 ～ 5 節とレビ記一九章 18 節に由来します．
　















































































































滅亡の原因は歴代の政治指導者の偶像崇拝にあります（王下一七 7 ～ 12，













　福島原発事故の引き金になったのは，2011 年 3 月 11 日の巨大地震（マ






































巨大噴火を繰り返して現在の姿をとるに至りました．2011 年 3 月 11 日レ
ベルの巨大地震は，5 億年の歴史のスケールから見るなら稀な現象では決
















































や寄留者と食糧を分かち合うこと（9 ～ 10 節），盗まないこと，嘘をつか


























































る被ばく線量は「1 年間につき 1 ミリシーベルト」までです．しかし，放
射線被ばくを避けられない仕事をする人間，例えば，原発労働者には「5












































































































 1　本稿は，NPO 法人 APAST（Alternative Pathways in Science & Technology）主






は，過去半世紀間に巨大事故は「10 年に 1 炉」の割合で起きている（スリーマイ
ル島 2 号炉，チェルノブイリ 4 号炉，福島第一 1，2，3 号炉）．
 4　この教訓が，メルケル首相がドイツの脱原発政策の実施を急いだ決定的要因となっ
た．熊谷徹『なぜメルケルは「転向」したのか』日経 BP 社，2012 年．
 5　「現在の基準で十分に安全が保障できるところの再稼働には，消極的になる理由は
見当たらない」村上陽一郎「再稼働反対論は無責任」『神戸新聞』2014 年 2 月 1 日．
 6　田中俊一・原子力規制委員長（当時）が「新規制基準を満たしたから安全とは言え






kijyun.html（2018 年 1 月 22 日，最終アクセス）
 7　近藤駿介「福島第一原子力発電所の不測事態シナリオの素描」（2011 年 3 月 25 日）
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は，1 号炉から 4 号炉がすべて冷却不能となって大量の放射性物質が放出された場





2014 年 8 月 31 日．
 9　他のエネルギーに比べて，原子力は「供給安定性」・「環境保全性」・「経済性」に優
れるという評価が，福島原発事故以前に政府が挙げた原発推進の理由であった．「エ
ネルギー基本計画」（2010 年 6 月）を参照．これらの理由が福島原発事故によって
否定されたことについては，吉岡斉『脱原子力国家への道』岩波書店，2012 年，
2-4 頁．












資料情報室編『原子力市民年鑑 2016-17』七つ森書館，2017 年，316 頁．










18　海と陸地を分ける神について言及するヘブライ語聖書のテキストは，創一 9 ～ 10






を急げ」『科学』2011 年 5 月号，411 頁，「まさに『原発震災』だ『根拠なき自己
過信』の果てに」『世界』2011 年 5 月，131 頁．
22　例えば，1997 年に静岡県原子力対策アドバイザーの職位にあった小佐古敏莊氏（東
京大学）は，「原発震災」の発生を警告した石橋克彦氏の論文「原発震災を避ける































32　「プロメテウスの罠」『朝日新聞』2012 年 1 月 12 日．また，菅直人・小熊英二「官
邸から見た三・一一後の社会の変容」『現代思想』2013 年 3 月号，32 頁．
33　筒井哲郎「死を内包する技術体系　原子力技術と軍事的論理の一側面」『世界』




Sichere Energieversorgung, Deutschlands Energiewende - Ein Gemeinschaftswerk 
für die Zukunft, Berlin, den 30. Mai 2011．邦訳は，安全なエネルギー供給に関す
る倫理委員会（吉田文和，ミランダ・シュラーズ編訳）『ドイツ脱原発倫理委員会
報告　社会共同によるエネルギーシフトの道すじ』大月書店，2013 年．
36　一例として，2013 年に設立された「原子力市民委員会」の試みが参考になる．原
子力市民委員会『原発ゼロ社会への道――市民がつくる脱原子力政策大綱』2014年，
『原発ゼロ社会への道 2017――脱原子力政策の実現のために』2017 年．これらの
文書の pdf 版は，原子力市民委員会のウェブサイトから入手可能である．
37　教皇フランシスコ回勅『ラウダート・シ――ともに暮らす家を大切に』カトリック
中央協議会，2016 年．
